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平成21年度 環境大臣賞受賞�

開発体制策定中�

加水分解装置� カートリッジ� MgH2

A. 加水分解装置�
・ 安全に加水分解ができます。�
・ 反応の様子を観測できるため、実験用・教育用に最適です。�
・ 水頭圧方式を採用しています。�
・ 試料の形状に応じてカートリッジを交換することができます。�

B. カートリッジ�
・ 試料の形状に応じてカートリッジを交換できます。�
・ 粉末用、成型品用の2種類を用意しています。�
・ 使用する試料、試薬に応じて材質を選択できます。�

C. MgH2
・ 反応性の高い微粉末、制御性の高い成型品も用意しています。�
・ 常温で極めて安定な物質です。�
・ 水素発生剤として最適です。�

AQ - TB1 AQ - TB2

MGH2-C1

水素プラズマによるＭｇ（OH）2,MgO ⇒ ＭｇＨ2の製造�

プラズマ炉は、2000℃以上の高温を得ることができ、�
その部分で還元、更に水素化が可能。�

Mg（OH）2、MgOを直接 水素プラズマ炉に投入し、金属Mg, MgH2を得る。�

プラズマ炉は経済性のある間歇操業が可能。�

電力は夜間の原子力･水力発電を活用。�

海　水�

 次世代エネルギーＭｇH2の循環�

ＭｇＨ2燃料電池による�
発電・給湯・動力�

マグ水素発電 （移動、定置）�

リユース  5万トン/年�
  工業原料（合成ゴム、プラスチック、セラミックス等の添加剤）、
　半導体機器の封止剤、難燃剤、土壌改良剤等に利用。�

炭酸ガス固定（安全、安価・大量）�

淡水� 海水淡水化�
プラント�

海水電解�
プラント�

マグネシウム�

水素化マグネシウム�
ＭｇＨ2の製造�

濃縮 ＭｇＣｌ2

使用後のリサイクル�

MgH2の利用�
FC自動車�

MgH2の利用�
電気・お湯�

MgH2の利用�
電気・お湯�

リサイクル�
プラント�

水素化マグネシウム�使用済み�

リサイクル�
プラント�

水素化マグネシウム�使用済み�

MgH2の利用�
１人乗りカー�

MgH2の利用�
離島、山間部�
での発電�

MgH2の利用�
非常用電源�

水素化マグネシウム�

を製造�

MgH2
Mg+H2 ⇒ MgH2

海水から�
マグネシウム�
を製造�

バイオマスから�
水素を製造�

マグ水素ＦＣの製品化状況 ： 3

「G水素モデル社会の構築」プロジェクトで�
早稲田大学が開発した車両に「マグ水素ＦＣ」搭載車を開発中�

UL-FCV W-FCV スズキ セニアカー�介護用電動椅子�

非常用電源�

製品概要�

サイズ�燃料電池部 ： 0.8リットル�
燃料タンク部 ： 0.6リットル�
容積 ： 1.4リットル�
重量 ： 1kg

カセット交換式�MgH2カセット重量（容器込み）650g 水 350cc

特 徴�水素吸蔵合金MgH2の加水分解による水素
発生装置と燃料電池を組合せた装置。�

用 途�教育用、屋外活動用、非常時用として持運び可能。�

発電能力�225Wh（100Vコンセント 1箇所、20V USBポート 2箇所）�
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MgH2の流れ�

リサイクルの流れ�

水素プラズマにより�
ＭｇＨ2へ経済的に再生�


